
感染症情報 １月１５日～２１日

④手足口病

②溶連菌感染症

⑤突発性発疹

７１５例（堺市 

８２例（堺市 ７例）
３２例（堺市 ３例）

報告数による順位である。前週比３９．５％増の２，４７０件の報告
であった。感染性胃腸炎が府下で前週比５６％増、堺市で前週９３
例→今回１５７例であった。溶連菌感染症は府下で４０％増、定点
当たり２．５９→３．６３、堺市は前週４２例→今回７０例、定点当たり
２．２１→３．６８であった。咽頭結膜熱が府下で３３％減、堺市で前
週１７例→今回１３例であった。手足口病が府下で７１％増、堺市
で前週５例→今回７例であった。
インフルエンザが府下で前週３，６９５例→今回５，８８４例は前週
比５９％増で、 １４歳以下が全体の７４％を占めていた。堺市で前
週４３０例→今回７４２例は７３％増であった。定点当たり大阪府は
１２．０８→１９．２３になった。堺市は１４．８３→２５．５９であった。

７０例）
③咽頭結膜熱 １１８例（堺市 １３例）

１５７例）

府下３０６医療機関（堺市２９）から

府下小児科１９７医療機関（堺市１９）から

①感染性胃腸炎 １，４２８例（堺市

５，８８４例（堺市インフルエンザ ７４２例）

府下３０６医療機関（堺市２９）から

２，４３６例（堺市新型コロナウイルス感染症 ３２６例）

 新型コロナウイルス感染症の定点報告は、大阪府で前週
１，８９１例→今回２，４３６例は２９％増、定点当たり６．１８→７．９６
で１０週連続増加中。堺市で前週２７９例→今回３２６例は１７％増、
定点当たり９．６２→１１．２４で、７週連続増加中。今回も、堺市は
大阪府のブロック別のワーストで、低年齢層が増加している。

大阪府定点 ７．９６ 堺市定点 １１．２４

麻疹や風疹の報告はなかった。

大 阪 府 の 年 齢 層 別 の 報 告 数
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